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耐摩耗トングレールは、耐摩耗性の向上により交換周期を延伸し、保守コスト削減を

目指した開発品です。

開発から10年以上が経過し、敷設数が徐々に増えていることから、更なる普及につ

なげるため、敷設品の摩耗低減効果を検証しました。

耐摩耗トングレールの敷設品の摩耗量等を調査し、性能評価を行

いました。その結果、分岐器の番数が小さい場合に高い効果を発

揮することがわかりました。

研究の背景と目的

研究成果
分岐器の番数と耐摩耗性の関係

敷設した開発品と従来品の摩耗量

等を比較した結果、調査した11本中

6本で、摩耗量は23～68％低減し

たことを確認しました。一方で、残り

の5本については効果がみられませ

んでした。

耐摩耗性の効果にばらつきがみら

れたことから、分岐器の番数と摩耗

低減効果について整理した結果、分

岐器の番数が小さい場合に開発品

は高い効果を発揮することがわかり

ました。

鉄道事業者が耐摩耗トングレールの導入や適用箇所の判断材料として、本評価結果

を活用します。

今後の展開

耐摩耗トングレールの性能評価

軌道技術研究部（軌道構造）、材料技術研究部（摩擦材料）
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走行解析による耐摩耗性に関する考察

摩耗量の調査結果の一例

耐摩耗トングレールの概要

耐摩耗トングレールは、耐摩耗性の向上を目指し、表面硬度を向上させるとともに、レー
ル断面の改良を行ったものです。

分岐器の番数別に、摩耗に影響すると考えられる3つの項目について走行解析を実施
しました。その結果、横すべり率に顕著な差がみられたことから、耐摩耗トングレールは
横すべり率の大きい場合に高い効果を発揮する可能性が考えられます。

表面硬度の向上
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12番分岐器
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※普通レール断面を設定
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凡例

251188■

3518510■

4526712■
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